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研究成果の概要：浸潤性膀胱癌に対する新しい治療法の開発を目的として、ガングリオシド糖

鎖GM3の膀胱癌細胞に対する影響を解析し、膀胱癌細胞およびマウス膀胱癌モデルに対するGM3

の抗腫瘍効果を検討した。その結果、ガングリオシド GM3 添加による膀胱癌細胞の増殖抑制効

果、運動能抑制効果が判明し、さらに、マウス膀胱癌モデルに対する GM3 の抗腫瘍効果が認め

られた。このことより GM3 による膀胱癌治療の可能性が示唆された。 
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研究分野：泌尿器科学 

科研費の分科・細目：外科系臨床医学・泌尿器科学 
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１． 研究開始当初の背景 

浸潤性膀胱癌に対しては、手術や化学療法が

行われているが、経過中に転移を認める症例

が約半数に認められており、より効果的な治

療の開発が望まれている。ガングリオシド糖

鎖 GM3 は、癌細胞の増殖や運動能に対する抑

制効果が知られているため、膀胱癌に対して

も抗腫瘍効果があるものと考えられており、

GM3 による膀胱癌への治療の可能性が期待さ

れている。 

 
 
 



２．研究の目的 

浸潤性膀胱癌に対するガングリオシド GM3の

抗腫瘍効果を検討し、膀胱癌細胞およびマウ

ス膀胱癌モデルに対する治療への応用を検

討する。 

 
 

３． 研究の方法： 

１）浸潤性膀胱癌由来細胞株 YTS-1 細胞に対

する GM3 の増殖抑制効果の検討。YTS-1 細胞

を 96well plate に散布し 3 時間後、培養液

を 0,50,200uM の GM3 及びアシアロ GM3 を含

んだ培養液に交換し、経時的に細胞の増殖を

検討した。 

２）GM3 による運動能への影響を Spreading 

assay にて検討。YTS-1 細胞を 35ｍｍ dish

に散布し 3 時間後、培養液を 200uM の GM3 及

びアシアロ GM3 を含んだ培養液に交換し 24h

培養後に細胞を trypsin で剥がして、Lamin 5

及び Fibronectin で処理した dish に散布し、

spreading assay にて運動能を検討した。 

３）マウス膀胱癌モデルに対する GM3 による

抗腫瘍効果の検討。８週齢 SCID マウスを用

いて、正常性膀胱癌モデルを作製し、GM3 の

膀胱内注入による抗腫瘍効果を検討した。 

 

 

４．研究成果 

１）外因性 GM3 投与により、200uM の場合は、

YTS-1 細胞の増殖を抑制効果が認められた。 

２）外因性 GM3 投与により、YTS-1 細胞の

spreading は遅くなることが明らかな判明

した。 

３）in vivo で、GM3 を膀胱内に注入により、

マウス膀胱腫瘍に対する抗腫瘍効果が認め

られた。 
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